
環境部における随意契約の実績　　（平成29年度４／四半期分）
単位：円

No. 担当課 契約の名称 契約日 契約金額 契約の相手方の名称 契約の相手方の住所
地方自治法

施行令（根拠）
契約の相手方の選定理由 その他

1
環境政策
課

平成29年度米
軍基地周辺地
下水質調査業
務委託

平成30年
２月16日

2,503,224 いであ(株)沖縄支社
沖縄県那覇市安謝二丁
目6番19号

第167条の２
第１項第８号

　一般競争入札を行ったが、再入札においても
落札者がなかったため、入札価格が最も低かっ
た者と予定価格の範囲内で随意契約を締結し
た。

2
環境保全
課

平成29年度沖
縄県大気環境
測定局テレメー
ターシステム保
守管理業務委
託

平成30年
２月19日

1,728,000 環境計測(株)
京都府京都市伏見区竹
田北三ツ杭町８４番地

第167条の２
第１項第２号

　環境計測株式会社は、現在稼動している「大
気測定局テレメーターシステム」の中核となる
データ収録装置(DATAC9)のメーカーである。
　データ収録装置は、収録装置と親局間の通信
手順がメーカーごとに異なり、収録装置もシス
テムの一部となっている。
　収集処理等で問題が発生した場合、ハード
ウェアとソフトウェアの設計・運用について熟知
しているシステム開発業者の当該業者以外に
迅速に対応できないため、当該業者を選定し
た。

特命随意
契約
長期継続
契約

3
環境整備
課

措置命令取消
訴訟委託業務

平成30年
２月７日

1,609,200
琉球法律事務所
弁護士　竹下 勇夫

沖縄県那覇市牧志２丁目
16番46号　タカラマンショ
ンマキシー１　201号

第167条の２
第１項第２号

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づ
き平成29年７月20日付けで発出した措置命令
書について、その取消を求める訴訟が起こされ
ているところであるが、本業務はその訴訟事件
への対応を委託するものであることから、行政
手続き等を熟知した弁護士に業務を委託する
ため、随意契約を行った。

特命随意
契約

4
環境再生
課

平和創造の森
公園ガマ基礎
調査業務委託
（Ｈ29）

平成30年
１月４日

2,095,200 日本工営(株)沖縄事務所
沖縄県那覇市金城５丁目
５番８号

第167条の２
第１項第２号

企画競争型随意契約（プロポーザル方式）を採
用し公募したところ、最も優れた企画提案を
行った左記業者を契約の相手方として選定し
た。


